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神経解音IJ~f:の進歩は， 常にそれを支える方法論や技術の進歩と密接な関係があ
その時代を特徴づける方法我々はある時代を代表する研究者の名前と共に，り，
をも想起することができる。研究は真実を追求するという性格上， あらゆる方法
を用いて少しでも1あ心に迫る必要があり，新しく開発された方法をも速やかに取
り入れざるを得ない場合が多い。 寺，1このような その方法の開発者の論文だけを
読んで、も， テクニツクの詳細や， 成功さすための“コツ"まで、は書かれていない
ので，その技術を充分得取することはできない。このような背景から， これまで
にもしばしば神経解剖学の方法や技術を細かく具体的に述べた本が出版されてき
ている。代表的な例を挙げれば， 1957年に出版された NewResearch Techniques 
of Neuroanatomy (Windle，VV. F.，Ed.，Thomas，1957)や 1970年に Nauta， 
W. J. H. & Ebbesson，S. O. E.によって編集された ContemporaryResearch 
Methods in Neuroanatomy (Springer-Varlag，1970)があり，それぞれその当
時の最新技術が述べられており， ものによっては現在でもなお，非常に役立つて
いる。本書は 10年ぶりに同じ出版社から刊行された技術書で，神経解剖学領域で
この 10年間に長足の進歩をとげた組織化学や Freeze-Fracture法なども網羅され
ている。
内容は 4部に分かれ， 第 l部の Generalresearch methods in neuroanatomy 
では，光顕や各種電顕を用いる際の一般論が述べられている。第 2部の Light 
microscopical research methocls in neuroanatomyでは，光顕レベルの組織化学，
ゴノレジ法あるいはオートラジオグラフ法などが論ぜられている。第 3部， Electron 
microscopical research methods in neuroanatomyでは，急速凍結法や電顕レベ
ルの組織化学などが解かり易く解説されている。第 4部の Investigationof living 
nervous tissueは神経細胞の標識法や神経細胞，組織および神経器官の培養に関
する章である。
一読して感じることは，全般的に図版や写真が豊富で、理解しやすいことである。
このことは本書のような技術書では大きな長所である。また， 文章も平易な英語
で読み易い。各章の著者はいずれもその技術の開発者ないしはエキスパートであ
り，説明も細かな点まで注意が行き届いている。今日研究室で用いられている方
法の大部分を網羅しているが， Nauta法や Fink-Heimer法のような変性鍍銀法
は， より鋭敏なオートラジオグラフ法や}I関行性 HRP法に取って換えられたとい
う判断からであろうか，全く記述されていない。 しかし， パラフィンやセロイジ
ン包埋法あるいはニツスノレ染色といった基本的な方法については， ていねいに解
説されている。
本書は神経解剖学の方法論と技術面を全般的に述べている好書であるが， この
他，類書ではあるが，線維結合の研究方法に力点を置いた NeuroanatomicalTract-
Tracing Methods (Heimer，L. & Rohards，M. J.，Eds.，Plenum，1981) や， 
HRP (Horseradish peroxidase) を用いた標識法を詳細に解説しである Tracing 
neural connections with horseradish peroxidase (IBRO Handhook Series， 
Mesulam，M. M.，Ed.，John vViley & Sons，1982)も参考となるであろう。
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